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I
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打
川
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f
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、
川
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a
t
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n
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5
1
l
b

江
川
山
町
議
会
議

μ

つ
づ
い
て
議
長
の

…
阪
の
小
松
山
凡
氏
を

た。� 
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f
J

五
月
期
通
常
総
会
開
か
れ
る

L、カ� i 

一

j
v
L

1
.
J
7
〈
十
A
W

ル持� 
l
i
t
-
P
J
L
i

ぃ1
.

/

-

一、
f

?
し
れ
~

ン
タ
�
 
の
述
人
け
体
を
組
織
す

mw
オ
;
ス
ト
ラ
リ
ア
か

で
い
る
け
ソ
チ
ャ
�
 i
ド
�
 
ω

マ
シ
ュ
!

で

、

の

見

た

け

�

 
i
品
川
川
際
交

や

し

て

訓

怖

を

し

て

い

3
J
E
E
Nい1

肝

N

L
?
J
J
l
f

な
日
本
一
品
で

る
の
も
忠
れ
る
ほ
ど

げ
て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

私
達
の
出
弱
軍
兵
学
校
の
ガ
イ
ド
(
班
は

ト
一
名
〉
が
第
一
端
科
学
校
で
党
付
け
た

許
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
す
る
五
日
出
と
は
民
っ

て
い
ま
し
た
。

問
題
点
は
私
述
と
川
同
じ
よ
う
に
、
取
消

れ

γ
待
問
叫
が
遅
れ
る
場
合
の
対
応
に
る
と

い
う
こ
と
で
す
ο
�
 

理
事
視
察
研
修


a

p

恥
け
に
川
山
道
�
 

へ

S
C

色
川
バ
一
切
十

担
保
察
研
修
に
ノ
刊
さ
ま
し
た
の
で
、

そ
�
 

の
山
内
討
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

山
山
道
�
 

の川� 
仇
は
川
小
初
五
十
六
年
で

S
C

M
t
J

山
川
ト
で
は
�
 

F

一
昨
日
け
に
ト
リ
く
、
合
同
に
先
駆

[[1で
のー� 
IlrIよ
丹l ~J 刊
しー吃》

;"0)

に� 

け
て
制
光
ガ
イ
ド
と
松
山
事
業
伝
子
が
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

人
以
日
は
川
七
γ
八
弘
、
受
へ
化
件
取
は
…
問

〉
ー
ー
、
リ
ふ
ん
ゴ
止
に
良
之
町
立
、
、
仰
い
¥
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/
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万
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川
じ
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%
、
独
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八
%
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叫
ん
牟
仇
山
ン
ド
八
%
〉
で

こ
の
数
字
で
も
分
る
よ
う
に
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が
多
い
と
い
う
こ
と
に

付
組
久
し

併
特
内
、
，
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i

日
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研
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ガ
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五
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工
に

る
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プ
で
の

就
業
開
務
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修

の
こ
と
で
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で
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1
U
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t
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材
セ
ン
タ
ー
で
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あ
る
が
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N
N
X
の

の

ド
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で、

だ

け

で

な

く

、

シ

ル

パ

�

 
i

ン
タ
�
 i述
合

に

怠

れ

る

よ

う

な

で
し
た
が
、
こ
か
ら
の
お
齢
社
会
に
対

i
の
、
さ
ら
な
る
発
担
を
心

ろ

い

ろ

と

い

て

い

ま

す

。

こ

れ

が

私

の

と

思

っ

て

い

ま

す

。

ま
だ
ま
だ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
と
m

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
先
輩
方
し

手

章氏
壁芝

名

希
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、経一一作
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張
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お
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ま
す
の
で
、
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し

ま

す
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の
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の

ガ
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を
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よ
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よ
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に
な
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な
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。

と
思
っ
て
い
る
が
、
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く
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ま
し
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と
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だ
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ト
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は

で

に

て

お

り

、

本

道

か

ら

タ

ン

ク

と

た

と

こ

ろ

で

し

た

。

と

、

ら

本

を

と

る

ホ

ー

ス

が

先
生
が
川
の
ホ
!
ス

作
業
的
に
あ
り
ま
し

い
て
い
ま

1
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I
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�
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こ
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�
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ら
っ
て
い
る
の
で

そ
こ
が
終
わ

ろ
う
と
し
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'
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a
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ン
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で
山

せ
て
も、，、

1
L
M
}し
W

タ
!
の

ず
し
が
大
変

ク
ー
ラ
ー
の
削
除
の

あ
る
と
い
う
の
で
た
ず
ね
ま
し
た

作
業
は
科
部
出
と
胤
卜
の
ク
[
ラ
;
の

フ
ィ
ル
タ
j

の
耐
除
。
私
が
た
ず
ね
た
時

は
誌
の
北
側
の
部
以
で
の
作
業
。
天
井
に

と
り
つ
け
ら
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
欝
立
む

支える仲間

作
業
の
故
中
。
寸
い
ろ

い
ろ
の
併
が
あ
り
、
フ
ィ

ル
タ
ー
が
関
壊
に
外
れ

る
の
と
、
そ
う
で
な
い

の
が
あ
っ
て
:
:
:
。
ヒ

安
む
い
て
や
る
作
業
な

の
で
、
や
は
が
い
た
く
な

り
ま
す
。
」

i

フ
ィ
ル
タ
�
 は
な
か

な
か
外
れ
ま
せ
ん
。
下

で
フ
ィ
ル
タ
;
外
し
を

い
い
ん
て
い
た
五
が
「
大
体
、

i

フ
ィ
ル
タ
�
 は
本
を
流

パ々」

の
で
す
が
、

こ
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の
ブ
ィ
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は
そ
ん
な
に
汚
れ
て
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ら

く
だ
け
で
き
れ
い
に
な
り

て
く
れ
ま
し
た
。

に
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し
ま
す
。
又

っ
と
フ
ィ
ル
タ
ー
が
外
れ
、
に

が
そ
れ
後
取
っ
て
拭
き
、
ま
た
上
の

け

一

汀

で

わ

ら

せ

る

予

定

で

す

。

拭

く

の

は

タ

お

っ

と
フ
ィ
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の
純
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い
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っ
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耐
を
や
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す
。
い

ク
ー
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肉
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、

い
て
い
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す
。
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だ
な
あ
と
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だ
�
 
8
いい

の
で
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けはに
て大つ
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シ
リ
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予
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も
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ハ
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7月は安全就業強化月間� 
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i
協
会
で

を
つ
ゾ
ル
パg

に

て

、

人

ぷ

)
か
け
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
つ
安
全

て
、
安
全
枕

の
徹
一
間
を
い

講
習
会
・
灘
性
検
査
に
務
加
し
ま
し

パ 
i
エ
イ
ジ
の
交
通
安
全運

転
適
性
検
査

近
年
、
一
円
川
齢
お
の

'M
に
あ
り
ま
す
。

一
-
、
ぃ
父

A
K
を
舵
か
め
ま
し
ょ
う

rrん
山
…
で
は
、 

よ 

ふ
わ
っ

州出
 

特
に
、
山
川
齢
い
の
却
の

く
、
そ
の
川
山
間
の
…
つ
は
に

体
機
能
の
以
え
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い

川
E

げ
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

円
、
月
一
ど
次 

υ
さ 

i
げ
れ
い
こ
安

G
t
y
作
山
ノ 

E
z
-
-
d
f
i
;
日
分

一-
4
'伎
の
外
出
は
、
山
っ
認
い
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ま

す

。

自

分

自

身

の

身

体

ど

の

よ

う

な

状

態

に

あ

る

か

を

れ

そ

に

応
じ
た
辺
転
ψ

令
す
る
こ
と

比
の
郎
次
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は

を
い
た
だ
い
て
、

検
古
を
小
、
む
と
し

併
し
ま
す
。

河
口
は
、

と
に
、
そ
の

てな

こ
つ
い

い庄の
た転車市
だ の県
け� }jを
ま法も

た

り

、

容

れ

た

る

こ

と

は

企

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

f] d し、� 

H与/へいで
よホ;。い
り )る

宇?� 

} 

」

め
ま
し
ょ
う

μ、
休
刊
州
の
思
い
吋
は
、
ト
引
の

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

く応急処雷講習会>

み
は

とお

は、災 J

センターで

りIt日併しま

併とき 7)J 1I 
午後� 1I時:ゅうj-~ 

の

に

よ

り

免

許

を

取

り

消

さ

『
高
齢
者
の
交
通
安
全
五
期
』

k

友
人 

な
場
所
を
選
び
、
な

や
め
ま
し
ょ
う


